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公共交通

④バスが不便な地域が 

存在しています。 

公共交通

①駒生営業所，宝木団地と市中心部を結ぶバスが充実している一方，

新里街道は，１時間半に１本の運行，ＪＲ宇都宮駅発の最終バスは午

後８時台となっています。 

②宝木地区と JR 宇都宮駅間の運賃は２１０円～４４０円となっています。 

③道路が狭く，バスの運行が困難な地域があります。 
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土地利用 

生活に便利で身近な施設（医療・福祉，子育て，

商業など）が地区内や周辺に立地しています。 

【凡例】（公共交通） 

 既存バス路線・停留所 

 運行本数（上下計 77 本/平日） 77

【凡例】（土地利用） 

 宝木地区 

 市街化区域 

 高次都市機能誘導区域 

 都市機能誘導区域 

 スーパー 

 ドラッグストア 

 介護保険サービス 

 子育て支援施設 

 病院/診療所 

 歯科診療所 

 銀行 

宝木地区の現状（土地利用・公共交通） 
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【凡例】 

 宝木地区 

 高次都市機能誘導区域 

 都市機能誘導区域 

 居住誘導区域の範囲イメージ 

 既存バス路線・停留所 

 新設バス路線イメージ 

 ＬＲＴ計画区間・停留場（点線はイメージ） 

 交通結節機能（トランジットセンター等） 
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公共交通

①ＬＲＴの整備について，桜通り十文字からの

更なる延伸を含め検討しています。 

公共交通 

③地域医療拠点施設へ接続するバスを検討します。

公共交通 

公共交通 

⑤中心市街地の多様な移動需要に対応するため，

ＬＲＴと役割分担し，「トランジットセンターに

おいてＬＲＴと接続するバス」「大通りを快速運

行するバス」「県庁前通りなどを運行するバス」

を検討します。 （仮称）大谷スマートＩＣ 

公共交通 

④利用しやすいバスの運賃体系を検討します。 

②新里街道を通るバスの運行時間帯の拡大や増便を

検討します。 

居住誘導区域 

①便利な幹線交通軸（幹線道路など）の沿線

などに居住を維持・誘導します。 

②転入のための誘導策を検討します。 

都市機能誘導区域 

高次都市機能誘導区域 

①生活に便利で身近な施設（医療・福祉，子育て，

商業など）を維持・誘導します。 

②便利な拠点に居住を維持・誘導します。 

③誘導策により誘導施設の立地を促進します。 

①都市の魅力やまちなかの賑わい創出につな

がる高次都市機能（医療，商業，教育など）

を維持・誘導します。 

②便利なまちなかに居住を誘導します。 

③誘導策により誘導施設の立地を促進します。

宝木地区における将来の取組イメージ 



宝木地区の将来像
公共交通を使いながら，病院や買い物に便利な幹線バス路線沿線などで快適な生活

昔から住み慣れ
た家に住み続け
たいわ

やっぱり一戸建
てに住みたいね

公共交通が充実しているか
らまちなかに買い物に行くに
も困らないね

バス路線

ＬＲＴ

都市機能誘導区域

高次都市機能誘導区域

居住誘導区域の範囲イメージ

・地域医療拠点施設への
アクセスが向上し，通院
も便利に

・地区内を幹線バス路線が
走るので，通勤・通学など
中心部への移動も快適

・近くに生活に便利な施設も
充実し，住み慣れた場所で
の生活を維持


